
令和４年度第１回

（仮称）指宿市地域公共交通活性化協議会

日時：令和４年 11 月 15 日（火） 指宿市地域公共交通会議閉会後

会場：指宿市役所指宿庁舎 北側別館講堂

会 次 第

１ 開会

２ 議長選出

３ 議事

第１号議案 指宿市地域公共交通活性化協議会規約（案）について

第２号議案 役員の選任について
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第１号議案

指宿市地域公共交通活性化協議会規約（案）について

規約類は，以下３つの規約・規程で構成します。

○ 指宿市地域公共交通活性化協議会規約

○ 指宿市地域公共交通活性化協議会事務局規程

○ 指宿市地域公共交通活性化協議会に係る会計事務取扱規程

１ 指宿市地域公共交通活性化協議会規約（案）概要

⑴ 組織名（第１条）

指宿市地域公共交通活性化協議会

⑵ 協議事項（第２条）

① 地域公共交通活性化・再生法並びに地域公共交通確保維持改善事業費補助金

交付要綱の規定に基づく地域公共交通計画（以下「交通計画」という。）及び

確保維持改善計画の策定及び変更に関すること。

② 交通計画の実施に係る連絡調整に関すること。

③ 交通計画に位置づけられた事業の実施に関すること。

④ 道路運送法に基づく地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送等の態様，運

賃・料金等に関すること。

⑤ 道路運送法施行規則に規定する交通空白地有償運送の必要性及び旅客から

収受する対価に関すること。

⑥ 協議会の運営方法その他協議会が必要と認める事項

⑶ 組織及び委員の任期（第３条・第４条・附則２）

委員構成及び委員の任期は指宿市地域公共交通会議と変わりません。（２年）

なお，設立当時の委員の任期は，令和６年３月 31 日までとします。

⑷ 役員（第５条）

会長１名，副会長１名，監事２名を置きます。

⑸ 会議の開催について（第６条・第７条）

指宿市地域公共交通会議と変わりません。

特例として，会議の議事について特に緊急を要するため会議を招集する時間的余

裕がない場合又はやむを得ない事由がある場合と認めるときは，書面会議を行うこ

とができます。

⑹ 分科会等の設置（第８条）

協議事項に関する地域の取り組みを行うため、又は専門的な調査、検討を行うた

めに，協議会の分科会等を置くことができます。分科会等において、調査、検討が

行われた場合には、その結果を協議会に報告することとします。

⑺ 協議結果の取扱い（第９条）

委員及び委員の属する団体等の関係者は，協議会において協議が調った事項につ
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いては，その結果を尊重し，当該事項の誠実な実施に努めるものとします。

⑻ 事務局（第 10 条）

協議会に事務局を置きます。事務局に関し必要な事項（事務局規程等）は，会

長が別に定めることとします。

⑼ 経費の負担（第 11 条）

協議会の運営に要する経費は，負担金，補助金，繰越金及びその他の収入をも

って充てます。

⑽ 財政に関する事項（第 12 条）

協議会の予算編成，現金の出納その他財務に関し必要な事項（会計事務取扱規

程等）は，会長が別に定めます。
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指宿市地域公共交通活性化協議会規約（案）

（設置）

第１条 指宿市地域公共交通活性化協議会（以下「協議会」という。）は，次に

掲げる事項を協議することを目的として設置する。

(1) 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成19年法律第59号）第５

条第１項の規定，並びに地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（平

成23年３月30日付け国総計第97号，国鉄財第368号，国鉄業第102号，国自旅

第240号，国海内第149号，国空環第103号。以下「国要綱」という。）第２条

第１項第１号の規定に基づく地域公共交通計画（以下「交通計画」という。）

の作成，実施及び評価・見直しに関する事項

(2) 道路運送法（昭和26年法律第183号。以下「運送法」という。）の規定に基

づき，市内における需要に応じた市民生活に必要なバス等の旅客輸送の確保

その他の旅客の利便の増進を図り，地域の実情に即した持続可能な輸送サー

ビスの実現に必要な事項（自家用有償旅客運送をはじめとする自家用自動車

車の使用関係を含む。）

（協議事項）

第２条 協議会は，次に掲げる事項を協議するものとする。

(1) 交通計画の策定及び変更に関すること。

(2) 交通計画の実施に係る連絡調整に関すること。

(3) 交通計画に位置づけられた事業の実施に関すること。

(4) 運送法に基づく地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送等の態様，運賃・

料金等に関すること。

(5) 道路運送法施行規則（昭和26年運輸省令第75号）第49条第１号に規定する

交通空白地有償運送及び同条第２号に規定する福祉有償運送の必要性及び旅

客から収受する対価に関すること。

(6) 協議会の運営方法その他協議会が必要と認める事項

（組織）

第３条 協議会の委員は，次に掲げる者をもって構成するものとする。
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(1) 市長又はその指名する者

(2) 一般乗合旅客自動車運送事業者の代表者又はその指名する者

(3) 一般貸切旅客自動車運送事業者又は一般乗用旅客自動車運送事業者の代表

者又はその指名する者

(4) 鉄道事業者の代表者又はその指名する者

(5) 一般旅客定期航路事業者の代表者又はその指名する者

(6) 公益社団法人鹿児島県バス協会長又はその指名する者

(7) 一般社団法人鹿児島県タクシー協会長又はその指名する者

(8) 市民又は利用者の代表

(9) 国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支局長又はその指名する者

(10) 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体の代

表者又はその指名する者

(11) 指宿警察署長又はその指名する者

(12) 道路管理者又はその指名する者

(13) 港湾管理者又はその指名する者

(14) 鹿児島県知事又はその指名する者

(15) 指宿市内において自家用有償旅客運送（公共交通空白地有償運送又は福

祉有償運送）の運送団体

(16) 学識経験を有する者その他協議会の運営上必要と認める者

２ 協議会は，前項の委員以外の者または団体にオブザーバーとして参画を求め

ることができる。

（任期）

第４条 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残

任期間とする。

２ 委員は，再任されることができる。

（役員）

第５条 協議会に次に掲げる役員を置き，その定数は，当該各号の定めるところ

による。

(1) 会長 １名
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(2) 副会長 １名

(3) 監事 ２名

２ 役員は，委員の互選によりこれを選任する。

３ 役員の任期は２年とし，再任を妨げない。

４ 会長は，協議会を代表し，会務を総理する。

５ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，又は会長が欠けたとき

は，その職務を代理する。

６ 監事は，協議会の出納監査を行い，その状況を会長に報告する。

（会議）

第６条 協議会の会議（以下「会議」という。）は，会長が必要に応じて招集す

る。

２ 会議は，委員の過半数が出席しなければ，これを開くことができない。

３ 会長は，会議の議長となり，議事を整理する。

４ 会議の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決

するところによる。

５ 議長は，委員として議決に加わる権利を有しない。

６ 会長は，必要と認めるときは，委員以外の者を会議に出席させ，その意見を

求めることができる。

７ 会議は，原則として公開とする。ただし，会議を公開することにより公正か

つ円滑な議事運営に支障が生じると認められる協議については，非公開で行う

ものとする。

８ 地域公共交通に関する相談，苦情等に対応するため，連絡・通報窓口を指宿

市産業振興部商工水産課に置く。

９ 前各項に定めるもののほか，会議の運営に関し必要な事項は，会長が会議に

諮って定める。

（会議の特例）

第７条 会長は，会議の議事について特に緊急を要するため会議を招集する時間

的余裕がない場合又はやむを得ない事由がある場合と認めるときは，議事の概

要を記載した書面を全ての委員に回付し，その賛否を問い，会議に代えること
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ができる。

２ 前条第４項及び第５項の規定は，前項の場合に準用する。

（分科会等）

第８条 第２条各号に掲げる事項について，地域での取り組みを行うため，又は

専門的な調査，検討を行うため，協議会の分科会等を置くことができるものと

する。

２ 前項に基づき設置される分科会等において，第２条各号に掲げる事項に関す

る調査，検討が行われた場合には，協議会における協議に資するよう，その結

果を協議会に報告することとする。

（協議結果の取扱い）

第９条 委員及び委員の属する団体等の関係者は，協議会において協議が調った

事項については，その結果を尊重し，当該事項の誠実な実施に努めるものとす

る。

（事務局）

第10条 協議会の業務を処理するため，協議会に事務局を置く。

２ 事務局に関し必要な事項は，会長が別に定める。

（経費の負担）

第11条 協議会の運営に要する経費は，負担金，補助金，繰越金及びその他の収

入をもって充てる。

（財政に関する事項）

第12条 協議会の予算編成，現金の出納その他財務に関し必要な事項は，会長が

別に定める。

（報酬及び費用の弁償）

第13条 会議，分科会等に出席した者は，別表に掲げる報酬及び費用の弁償を受

けることができる。ただし，これに代わる対価を別に得ている者は，この限り

でない。

（協議会が解散した場合の措置）

第14条 協議会が解散した場合には，協議会の収支は，解散の日をもって打ち切

り，会長であった者がこれを決算する。
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（その他）

第15条 この規約に定めるもののほか必要な事項は，会長が協議会に諮り定める。

附 則

１ この規約は，令和４年●月●日から施行する。

２ 協議会は，指宿市地域公共交通会議設置要綱（平成31年指宿市告示第２号）

に規定する指宿市地域公共交通会議の権能及び事業を承継する。

３ この規約の規定により最初に就任した委員の任期は，第４条の第１項の規定

にかかわらず，令和６年３月31日までとする。

別表（第12条関係）

委員の区分 報酬

学識経験者 日額20,000円

その他 日額3,000円
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第２号議案

役員の選任について

規約第５条の規定に基づき，会長，副会長，監事（２名）の役員を選任します。

役職名 氏名

会長

副会長

監事

監事

オブザーバー
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第３号議案

令和４年度指宿市地域公共交通活性化協議会

事業計画及び予算（案）

【令和４年度事業計画（案）】
令和４年度は，指宿市地域公共交通活性化協議会としての事業を行う予定は

ありません。具体的な事業が開始されるのは，令和５年度からになります。

なお，令和５年度に計画している事業概要は，以下のとおりです。

１．指宿市コミュニティバス「イッシーバス」の運行（鹿児島交通㈱に委託）

２．指宿市予約型乗合タクシー「あいタク」の運行（タクシー会社に委託）

３．法定計画（仮称：指宿市地域公共交通計画）の策定

※ 計画策定に必要な調査等を実施します

４．利用促進活動（バスの乗り方教室の実施）

イッシーバス及びあいタクの運行費用は，国の「地域内フィーダー系統確保維

持費補助金」の交付を受ける予定です。事業計画については，すでに認定を受け

ています。

法定計画の策定に関しては，国土交通省の「地域公共交通調査等事業」を活用

し，国庫補助の交付を受ける予定です。

国土交通省から事業応募の調査がありますので，応募します。

【令和４年度収支予算（案）】

令和４年度収支予算については，歳入・歳出ともにありません。

令和５年度から，上記の事業を実施するために必要な予算を調製し，協議会に

諮りたいと考えています。
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指宿市地域公共交通活性化協議会
事業スケジュール（案）

【参考資料】

項目 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

指宿市地域公共交通活性化協議会 設立

指宿市地域公共交通基本計画
（法定計画）

（仮称）指宿市地域公共交通計画 調査検討の上策定

計画に基づく事業の実施

地域内フィーダー系統補助金事業計画 令和5年度分提出 令和６年度分提出 令和７年度分提出 令和８年度分提出

地域内フィーダー系統補助金の交付 令和５年度分交付 令和６年度分交付 令和７年度分交付

計画期間（～令和５年度）

計画期間（令和６年度～令和10年度）

※交通体系の見直しは，毎年10月１日を基準に実施
　その他，利用促進事業等を実施予定

10



指宿市地域公共交通活性化協議会委員名簿

1 学識経験者
鹿児島大学
名誉教授 井上　佳朗

2
一般乗合旅客自動車運送事業者の代
表者又はその指名する者

鹿児島交通株式会社
常務取締役 西　修平

3
一般貸切旅客自動車運送事業者又は
一般乗用旅客自動車運送事業者の代
表者又はその指名する者

山川タクシー
支配人 水流　美紀子

4
鉄道事業者の代表者又はその指名す
る者

九州旅客鉄道株式会社　鹿児島支社
副支社長 前田　秀作

5
一般旅客定期航路事業者の代表者又
はその指名する者

種子屋久高速船株式会社
所長代理 永谷　真純

6
一般旅客定期航路事業者の代表者又
はその指名する者

株式会社なんきゅうドック
代表取締役会長 今村　弘彦

7
公益社団法人鹿児島県バス協会長又
はその指名する者

公益社団法人鹿児島県バス協会
専務理事 改元　秀男

8
一般社団法人鹿児島県タクシー協会
長又はその指名する者

一般社団法人鹿児島県タクシー協会
指宿地区タクシー支部会 支部長 別府　竜人

9 市民又は利用者の代表
指宿市自治公民館連絡協議会

会長 西村　甲一

10 市民又は利用者の代表
指宿市自治公民館連絡協議会

副会長 岩本　一宏

11 市民又は利用者の代表
指宿市自治公民館連絡協議会

副会長 中川　堅治

12
国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支
局長又はその指名する者

国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支局
首席運輸企画専門官(企画調整担当) 南　崇

13
国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支
局長又はその指名する者

国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支局
首席運輸企画専門官(輸送・監査担当) 西村　英明

14
一般旅客自動車運送事業者の事業用
自動車の運転者が組織する団体の代
表者又はその指名する者

私鉄鹿児島交通労働組合
執行委員長 岡　良二

15 指宿警察署長又はその指名する者
指宿警察署
交通課長 徳山　辰也

16 道路管理者又はその指名する者
鹿児島県南薩地域振興局建設部

建設総務課長 下竹　克浩

17 港湾管理者又はその指名する者
鹿児島県南薩地域振興局建設部

河川港湾課長 四村　正二

18 鹿児島県知事又はその指名する者
鹿児島県総合政策部

交通政策課主幹兼陸上交通係長 肥後　卓志

19 交通会議が必要と認める者
指宿市

総務部長 下吹越　寿

20 指宿市長又はその指名する者
指宿市

産業振興部長 野元　伸浩

21 交通会議が必要と認める者
指宿市

健康福祉部長 山元　成之

22 交通会議が必要と認める者
指宿市

建設部長 星倉　淳一

23 交通会議が必要と認める者
指宿市

山川支所長 中島　裕一

24 交通会議が必要と認める者
指宿市

開聞支所長 山下　秀一

令和４年11月15日現在

構成員の要件 職 氏名 備考
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